
１１月 東京都NIE推進協議会 実践報告 

練馬区立大泉北小学校 小早川直樹 

「新聞を読もう」（５年国語）の実践 

１、きっかけ 

１０月の定例会で、成増ヶ丘小の羽賀先生から「新聞記事を読み比べよう」の実践報

告があり、本校でも実践してみたいという思いから、同じワークシートを使って授業をさ

せていただきました。 

２、単元の流れ 

 都合上、２時間構成で単元の学習を行いました。 

 学 習 内 容 

１時間目 新聞の一面の構成について確認する。 

２時間目 二つの記事の違いやその理由を考え話し合う。 

課外 

（家庭学習等） 

新聞の中から自分が興味をもったニュースを一つ選び、そのニュース

について複数の記事を読み比べて、思ったことや考えたことをノートに

記す。その後、記したことを紹介し合う。 

３、学習の様子（１時間目） 

 

 

 

 

 

 

 

 

羽賀先生もおっしゃっていましたが、児

童にとって身近な記事を教材としたこと

で、意欲的に学習する姿が見られました。 

また、情報として新紙幣について知って

いることも多く、記事の内容を容易に理解

する児童が多かったことも、新聞の一面の

構成を理解する上で助けとなりました。 



４、学習の様子（２時間目） 

        

 

読売新聞 毎日新聞 

・たて書き。リード文なし？ 

・メダルの獲得数が強調されている。 

・戦争をしているロシアとウクライナの選手について

書かれている。 

・最終日の様子が書かれている。 

・写真の画角がせまい。 

・横書き。リード文あり。 

・「共生社会」や「ジェンダー平等」などが書かれてい

る。 

・パラ会長の言葉が書かれていて、「社会の壁を打ち

破る」と見出しと同じ言葉が出てきている。 

・メダルの獲得数のことが書かれている。 

・最終日の様子が書かれている。 

・写真の画角が広い。 

二つの記事が違う理由（書き手の意図） 

・日本がメダルをたくさん獲ったことを伝えたい。 

・選手の活躍に注目してほしい。（日本のレベル高） 

・メダルの獲得数が一番目を引きやすいから？ 

・見ている人は「NPA」について知らない人も多い

だろうから説明を入れている。 

・画角をせまくすることで、出場者の活躍に目を向け

させたい。 

・女性の出場者が多くなったことで、男女平等の社

会に近づけたことを知ってほしい。 

・障害のある人が活躍する姿を通して、社会にある

壁を破ることができたと伝えたい。 

※「社会の壁」については補足しました。 

・画角を広くしたことで周りの関係者が写り込み、そ

の真ん中を通ることで「壁」を破っている印象を与

えられる。 

【読売新聞（2024,9,10朝刊）】 【毎日新聞（2024,9,10朝刊）】 



５、児童の感想 

・今まで新聞は同じようなことを書いていると思っていたけれど、新聞社によって伝えた

いことが違うと分かった。 

・この学習を通して、新聞がただ事実を伝えているだけでなく、思いを込めて考えて作ら

れているんだなと思いました。 

・二つの新聞では同じ内容を話題にしているのに、書き手によって伝えたいことが違うし

工夫の仕方も違うので興味を持ちました。 

・書き手の意図によって新聞で分かることも変わる。見出しだけでも書き手の思いがよく

分かった。授業前は興味のなかった新聞が、授業後にすごいものだと興味がわいた。 

・この学習を通して、新聞で世の中のことがこんなに分かるんだなと思いました。おばあ

ちゃんが新聞をとっているので、今度読ませてもらいます。 

・新聞に興味を持ったので、子供新聞から読み始めてみようと思いました。 

・「ジェンダー平等」という言葉は知っていたけれど、パラリンピックにも関係しているとは

思わなかったので驚きました。 

・画角について話したことで、記事を書いている人とカメラマンの人とのやり取りがどれ 

くらいあるのか気になりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

後で気になって産経新聞

の記事も読んでみました

が、産経は「メダルの数」も

「障害者の活躍」について

も両方書いてありました。

「読売」と「毎日」を、足し

て２でわったように感じて

おもしろかったです。 



６、成果と課題 

【成果】 

・児童が新聞についての理解を深めたこと。 

・新聞社によって内容や書き方が違い、その社（書き手）の思いが表れていることに気付

けたこと。 

・授業後に６社の新聞閲覧コーナーを設けたことで、以前より新聞や世の中のことに興

味をもつようになったこと。 

・新聞係の児童が係活動に生かそうとしていること。（今後は社会科の新聞作りにも生か

していきたい。） 

 

【課題】 

・その単元限りの学習で終わってしまった児童が多くいたこと。 

→新聞閲覧コーナーの工夫 

→日直によるスピーチに新聞の活用（「今日の一面！」「私のイチオシ！」など） 

→計画的な新聞教育の実践（年間指導計画への記入） 

 

７、学年の先生から 

【２組担任】 

 新聞に触れる機会が少ない児童でも、新紙幣やパラリンピックなど身近な話題の記

事を教材としたことで、意欲的に取り組むことができました。また、同じ話題であっても

書き手の意図によって内容に違いがあることに気付き、学習後に新聞閲覧コーナーの

6社の記事を比較して読んでいる様子が見られました。 

【３組担任】 

それぞれの記事の違いや共通点を見付け、それを言語化していく中で情報を読み解

くことの楽しさを感じている児童が見られました。学習後は、読んだ新聞記事やニュース

の内容についての意見を担任に伝えに来る児童が増えました。社会について深く知ろう

という児童の意欲を高めるきっかけとなった学習だと感じています。 


